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大原社研と大原美術館
高 橋彦博
｢政府や企業者たちのいう“社会"－つまり，社会イコール国家という社
会一とは違う社会のイメージがあったのではなかろうか。…国家と社会と
はイコールではないはずだ，だから国家のためということと，国民のため
ということとは必ずしもイコールではないのではないか，というイメージ
はかなりはっきり認識されていたのではないかと思う｡」
－トヨタ財団専務理事・林雄二郎「日本型フィランソロピ－の模索｣－
1．石井十次・岡山孤児院との出会い
2．ブイランソロピー論への－視点
3．児島虎次郎の絵「なさけの庭」
4．児島虎次郎記念館の位置
５．大原総一郎のローカル・ミュウジアム論
1．石井十次・岡山孤児院との出会い
日本現代史の把握を日本社会の地下水脈の汲み上げ作業と心得ている私であるが，
その地下水脈掘削作業の過程で，最近，二度ほど，石井十次の岡山孤児院に行き当
たった。
岡山の医学生であった石井十次がふとした機会に－人の不幸な身の上の子を引き
取って面倒を見ることになり，それが機縁で医業への道から離れて「孤児院｣(率)の
経営を終生の仕事とすることになったのは明治維新から２０年しか経っていない
1887年のことである。やがて1000名を超える子供達を引き取って世話をする岡
山孤児院の事業がそこで開始されることになった。そのような石井十次と岡山孤児
院の所在に，私は，最近，二度ほど，遭遇している。
（難）「孤児院」の表現は当時のものであって，岡山孤児院の事業は今日，岡山市内東山
の石井十次聖園に並んで設置されている「育児院」に受け継がれている。
石井十次と岡山孤児院の事業との最初の遭遇は，大原社会問題研究所（以下，大
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原社研と略）の創立８０周年（1999年）に当たり同研究所の創立前史に関する記録
をまとめたときのことである。大原社研の正史となっている『大原社会問題研究所
三十年史』と『大原社会問題研究所五十年史』において大原社研創立の起点とされ
ているのは，大原孫三郎によって１９１６年に大阪の南地区に設立された「石井（十
次）記念愛染園」であった。ここで，大原社研創立前史の探索は，大原孫三郎によ
って継承された石井十次と岡山孤児院の事業に行き当たった（詳しくは，拙稿「大原
社会問題研究所創立前史の記録」「大原社会問題研究所雑誌」１９９９年１０月，を参照)。
大原社研創立の前史を探る視点で，研究所の起点を大阪南地区の「石井記念愛染
園」に置くと，研究所の原点は，明治２０年の石井十次による岡山孤児院の事業開
始に求められることになる。逆に，岡山で開始された石井十次の社会事業のその後
の展開を追う視点からすれば，大阪の日本橋や天王寺の下町に設けられた「同情館」
「愛染園」などは石井十次の「子」であり，「愛染園」から派生して天王寺区の高台
に設営された大原社研は，石井十次の「孫」なのであった。そう見ているのは，石
井十次と大原孫三郎の両者に近かった日向・高鍋の人である柿原政一郎である（同
上，拙稿を参照)。
私の，二度目の石井十次・岡山孤児院との遭遇は，大原社研創立前史を探索する
作業の派生的作業において生じている。大原社研の創立過程を設立者である大原孫
三郎の側から捉えて行くと孫三郎が広く取り組んでいた社会文化事業総体の構図が
浮かんで来る。そこには，大原社研と並んで，大原農業研究所，倉敷労働科学研究
所，倉敷中央病院，大原美術館などがあった。その構図を見渡す中で，私は，大原
美術館の創立前史において，大原社研の場合と同じように，石井十次の岡山孤児院
が，美術館設立経過の原点部分に所在していることに気付かされた。
大原孫三郎によって設立された大原美術館は，当初，「児島画伯記念美術館」と
して構想されていた。児島画伯とは，早世した岡山出身の画家・児島虎次郎
（1881-1929）のことである。孫三郎の美術館設立構想において，設置場所は，初め，
児島のアトリエがあった高梁（タカハシ）川沿いの酒津が予定されていた。
終生，備中の地を離れることの無かった児島虎次郎の画業は，大原孫三郎の支援
によって成り立っていた。同時に，児島虎次郎は，石井十次，そして岡山孤児院と
も密着した関係にあった。児島虎次郎の画業は，孫三郎と石井十次の関係に入り組
んだ位置から生み出されるものとなっていた。その児島虎次郎の画業に，孫三郎の
資金によってなされた，当時の表現で言う「泰西名画」の購入作業，すなわち名画
選択の作業が含まれ，その作業が結果として大原美術館の創立準備作業となってぃ
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たのである。大原美術館設立の前史に登場するのは画家・児島虎次郎であったが，
そこには，ほかならぬ石井十次。岡山孤児院の所在も浮かび上がって来るのであっ
た。
以上のような石井十次・岡山孤児院との出会いから，大原社研と大原美術館をめ
ぐる私なりの一つの理解が生まれることになった。以下，その点についての報告を
試みたい。ここでお断りしておきたいのは，私の理解は，あくまでも，大原社研創
立前史の記録作成作業から派生した大原社研と大原美術館の関連把握についての試
論的理解に限定されることである。美術史や美術評論の領域における発言を企図す
るものではない。
もう一つ，お断りしておきたいのは，石井十次論についてである。大原孫三郎と，
孫三郎の後継者である大原聡一郎にあっては，石井十次の岡山孤児院の事業を原点
とする大原家の社会文化事業という総体的な把握がなされていたことが確かである。
しかし，孫三郎と聡一郎の眼を通じて大原社研と大原美術館の創立前史に底在する
関連構造を捉えようとする今回の私の分析作業において，石井十次論については，
そこへの立ち入りが避けられている。たとえば，あの膨大な石井十次日記の世界は，
私などの安易な立ち入りを許さない聖域となっていると思われるからである。
石井十次については，これまでもしばしば論じられて来たし，最近では，同志社
大学文科学研究所における石井十次日記の記述の電算機処理にもとずく共同研究の
成果が室田保夫／田中真人編『石井十次の研究』（角川書店，1999年刊）として発表
されている。私の場合は，石井十次については，岡山孤児院から派生した社会事業
の一端の確認という境界領域への接近に留まることにしたい。
先に，大原社研創立前史の記録を集成するに際して採用した方法であるが，以下
における大原社研と大原美術館に共通する起点・原点の理解にあたっても，主に次
の二点の文献に依拠することにした。その二点とは，大原孫三郎伝刊行会編『大原
孫三郎伝』（1983年刊，非売品。以下『孫三郎伝」と略記）であり，『大原聡一郎随想
全集1-4』（福武書店，1981年刊。以下「聡一郎随想』と略記）である。これは，大原
孫三郎と大原聡一郎の視線で大原社研と大原美術館の関係をとらえるためである。
2．フィランソロピ_論への－視点
大阪における1919年の大原社研の創立を日本の社会におけるフィランソロピ－
精神発現のごく初期の例と見倣し，同じく大原孫三郎によって１９３０年に倉敷に創
立された大原美術館と並べて捉えると，一見，両者には大原財閥あるいは倉敷紡績
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株式会社のフィランソロピ一活動としての共通点があるように見受けられる。これ
まで，私など，そのように理解していた。
しかし，フィランソロピーを，企業宣伝という副産物を伴なう企業利益の社会へ
の還元という意味で理解し，スポーツの催し物などに企業の名を冠させるメセナと
同義語とすると，大原社研も大原美術館も，そのような意味におけるフィランソロ
ピ_活動の結果ではなかった。大原社研も大原美術館も，大原財閥やその系列企業
の企業利益によって創設され維持された社会事業ではなく，一人の経済人である大
原孫三郎の個人資産の支出によって始められ支え続けられた基本的には孫三郎個人
の社会文化活動であった。先に挙げた『孫三郎伝』によれば，孫三郎の社会文化事
業を支えていたのは，孫三郎に伝えられた「父祖伝来の資産と，倉敷紡績をはじめ
とする営利事業から得る個人収入」であった。孫三郎の意向による社会文化事業関
係の費用支出が倉敷紡績や倉敷絹織や中国銀行などの企業にとって「事業の負担」
となる場合もあったが，大原社研や大原美術館に関する支出は，基本的には，「彼
(孫三郎）の私経済」において賄われ続けていたのである（｢孫三郎伝」pp286-287)。
大原社研や大原美術館に共通するのは「力強い企業文化」であったと指摘するの
は，作家の城山三郎氏である。「経済小説」とされているが，一種の「評伝」とも
なっている城山氏の作品『わしの眼は十年先が見える－大原孫三郎の生涯』（新潮
文庫，1997年）で，同氏が描いているのは，「力強い企業文化」の担い手となって
いた「地方の－実業家」である大原孫三郎の姿であった。「しかもこれ(大原美術館）
が日本にまだ美術館のない昭和のはじめ，地方の－実業家の手によってつくられて
いる。いや，美術館だけではない。二つの大企業と七つの研究所と大病院が残され，
いまも社会に貢献している。それらは，正真正銘の力強い企業文化でもあった。バ
ブルにつれて生まれ，バブルとともに消えたメセナというやわなものとは，まるで
ちがう」と城山氏は言う（同上「わしの眼は十年先が見える』ｐ､273)。城山氏におい
て，孫三郎の「企業文化」活動は，メセナとは違った意味におけるフィランソロピ
_として位置付けられていると見てよいであろう。
まずは，城山氏の言うような「企業文化」活動こそ，メセナとは区別される一般
論としてのフィランソロピ_活動であるととらえることにしたい。その上で，「経
済小説」的評伝の視点から離れたところで大原孫三郎の場合を見ると，そこには，
もう一つ違った意味におけるフィランソロピ-の発現を見ることができる。
刊行会編の「孫三郎伝』によれば，「地方の－実業家」としての大原孫三郎にと
って，大原社研や大原美術館などの社会文化事業を展開し継続する意味は，企業の
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宣伝や企業の社会性誇示にあったのではなく，孫三郎個人をとらえていた「社会向
上主義の理念を具現すること」にあった。石井十次による社会事業としての岡山孤
児院経営への共感から「社会向上主義」なる理念が導出され，その理念が孫三郎を
とらえていた（｢孫三郎伝』pp286-287)。孫三郎において，大原社研や大原美術館
という社会文化事業の創設と展開の動機となっていたのは，社会派青年・孫三郎が
石井十次の岡山孤児院の事業によって啓発された「社会改良の信念｣い)であったの
であり，時代を改造する精神であったのである。
（*）トヨタ財団のフォーラム助成によるフィランソロピ一研究会は，その共同研究の報告
の中で，大原孫三郎を報徳思想とクリスト教の教義が合一された地点からもたらされた
「若きフィランソロピスト」としてとらえ，大原の名を冠したフィランソロピ-活動を
孫三郎による「社会的公益活動」と理解する見解を示している（寺出浩司「大原孫三郎
と大原三研究所｣，川添登外編著「日本の企業家と社会文化事業一大正期のフィラン
ソロピ－」東洋経済新報社，1987年，所収)。孫三郎にあったのは今世紀初頭の日本
の国家体制の枠組の中でふつふつと湧出した社会「改造」の志向であり，いわゆる「大
正デモクラシー」状況に対応する営為であった。
このトヨタ財団の助成によるフィランソロピ一研究会は，その協同研究の結語として，
philein（ｔｏlove）とanthrOpos（mankind）の合成語としてphilanthropiaがあり，
フィランソロピ－なる言葉は「篤志事業」とされるより「公益事業」とされたほうが
「事業を行なう側の個U性や心意気といったもの」を伝えることになり好ましいとしてい
る（同上「日本の企業家と社会文化事業』ｐ231)。なお，ＣＯＤによればphilan‐
thropyはpracticalbenevolenceであるとともにａｌｏｖｅｏｆｍａｎｋｉｎｄであるとされて
いる。フィランソロピ-は，慈善事業であるだけでなく企業家が抱く社会に対する「慈
愛」の心なのであった。
冒頭で紹介した林雄二郎の－論は，上記「日本の企業家と社会文化事業」の「終章」
である。
倉敷の地における大原家の歴史的な場があった。岡山を中心としてクリスト教と
社会主義が広がる明治初年の雰囲気があった。大原家にかかわる継承の義務と反逆
の感情が交錯する社会派青年・孫三郎のクリスト教社会事業家・石井十次との交流
であり，岡山孤児院の事業への同感であった。当時の孫三郎において「企業文化」
の意識は未形成であった。当時の孫三郎の日記から拾い出せる心情は「生の責任」
であり「天職」観念である。それは，具体的には，「二十世紀の第一年」元旦の孫
三郎の日記に記されているように「改革の世紀」の自覚であり「余の一身をこの改
革に捧げん」とする使命感であった（｢孫三郎伝」pp37-40)。この使命感において
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孫三郎はフィランソロピストであった。そして，若き画家・児島虎次郎の石井十次
と岡山孤児院への接近も，画業における接近だけでなく，フィランソロピストとし
ての孫三郎に共通する「生」の自覚によるものであったのである。
ａ児島虎次郎の絵「なさけの庭」
大原美術館が，当初，大原孫三郎によって，石井十次と岡山孤児院に密接な関係
のあった備中出身の画家・児島虎次郎を記念する「児島画伯記念美術館」として構
想されていた事実経過と，そこに，大原孫三郎と児島虎次郎，大原孫三郎と石井十
次，児島虎次郎と石井十次，という三者の輻績する関係があったことは，大原美術
館についての一般的な案内書において簡単にではあるが説明されるものとなってい
る（例，今村新三箸『大原美術館ロマン紀行」日本文教出版刊，1993年)。しかし，孫三
郎の児島虎次郎を追悼する思いに組み込まれていたであろう石井十次・岡山孤児院
の精神の継承については，それほど詳しく言及されているとは言えない。孫三郎に
おける児島虎次郎への追憶は，岡山孤児院の孤児達に囲まれながら筆をとる青年画
家・児島虎次郎の姿にあったのであり，石井十次によって－度は彼の事業の継承者
として期待されたことのある孤児院の事業への献身者であった青年画家・児島虎次
郎の姿にあったのである。孫三郎にとって，児島虎次郎記念は石井十次記念でもあ
った。
大原美術館の開館式で大原孫三郎の名で発表された開館「趣意書」があり，そこ
で孫三郎自身が，美術館の建設は「昨年亡くなりました児島虎次郎君を記念するた
め」であると述べている（『孫三郎伝」ｐ､264)。その際，名称案について「児島画伯
記念美術館」や「児島記念美術館」の外に「児島画伯記念館」があったとされ，必
ずしも，記念館案が確定されていたわけではない（｢孫三郎伝」ｐ､240)。そうではあ
ったが，今は別館となっている「児島虎次郎記念館」の内容が大原美術館の主内容
となる構想であったことに変りはなく，事実，大原美術館は，開館後かなりの期間，
児島虎次郎の作品を一階に，泰西名画を二階に配置する構造となっていた。そして，
その児島虎次郎の画業，とくに初期の作品には，石井十次・岡山孤児院の存在が色
濃く影を落していたのである。
大原孫三郎は，児島虎次郎を生活面で援助するだけでなく，画業の内容について
助言を与える立場にもあったようである。孫三郎の「勧め」で岡山孤児院の情景を
描いた一点が児島虎次郎が世に知られる作品となっている。
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明治四十（1907）年
の春，東京上野公園で行
われた勧業博覧会の催し
の一つとして美術展覧会
が開催され……児島はこ
れに「情の庭」「里の水
車」と題する二点を出品
した。前者は孫三郎の勧
めで岡山孤児院に滞在し
て，「神のみ心を体して
孤児の世話をする孤児院
の保母」を画題として制
作したものであり，後者
は郷里成羽川の水車小屋
の中で憩う農婦を題材と
したもので，ともに格調
高い情感に溢れた作品で
あった。「情の庭」は御
台臨された昭憲皇后のお
気に召し宮内省でお買上
げになり，「里の水車」に
1907年・東京府主催勧業博覧会出品，「里の水車」（上掲）と「な
さけの庭」（下掲)。
二点とも児島直平箸ｒ児島虎次郎略伝」（成羽町美術館内・児島虎
次郎伝記網纂室刊，1967年）の巻頭口絵による。掲戦にあたって
は関係美術館の了解を得た。なお．「里の水車」（大原美術館蔵）は
37.0ｘ141.0ｃｍ，「なさけの庭」（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）は130.8
×195.4ｃｍとされている。
|ま一等賞に入選した (『孫三郎伝ｊｐ９２）
ここで登場する児島虎次郎の「出世」作品とされている「なさけの庭」に注目し
たい。上記の文中，「里の水車」が一等賞を得たとあり，そのような記述が他にも
見受けられるが，それは誤認であるとの判断が美術館関係者によって確定されてい
る。「一等賞牌」を得たのは「情の庭」（｢なさけの庭｣）であった。宮内省買上げ品
となった「なさけの庭」は，大原美術館カタログの児島虎次郎の巻にその図版が載
ることが無く解説だけの存在となっている。成羽町美術館編の図録「平成８年度
特別展《ベルギー，光との出会い》児島虎次郎と太田喜二郎展』（1996年刊）にお
いても「なさけの庭」は，図版の無い解説だけの存在となっている。「里の水車」
は大原美術館の児島虎次郎記念館における常設展示作品となっていて，各種の児島
虎次郎関係図録において児島の初期の作品を代表する位置に収められているのであ
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るが，「なさけの庭」の方は勧業博覧会で展示された後，公開されることがほとん
どなく，その図柄が広く知られることもなかったのである。
その結果，次のような事態が出現している。1907年に発表された連作「なさけ
の庭」と「里の水車」の二点は，作品の同時発表直後に分離される運命に置かれた。
この二作品の分離によって，児島虎次郎の初期の画業にただようある共通する情感，
私なりに言えば「慈愛」の心であるが，それを窺うことがかなり困難になってしま
ったのである。あくまで絵画の評価に資格の無い－人の門外漢としての私の感想な
のであるが，「なさけの庭」と「里の水車」の二点に共通するモチーフは，児島虎
次郎の生まれ育った備前・備中への郷土愛であるとともに，石井十次の岡山孤児院
に示される彼の故郷「吉備の国」がたたえる「生」であり「慈愛」であった。
【補記1】「没後70年・児島虎次郎展」が1999年から２０００年にかけて全国各地で開催
されている。この機会に刊行された冊子体の展示目録「没後70年・児島虎次郎展』に
は，展示作品として，フランス政府買上・ポンピドゥーセンター・パリ国立近代美術館
所蔵の朝鮮の少女を描いた200号の作品「秋」と宮内省買上・三の丸尚美館所蔵「な
さけの庭」のカラー写真が収められた。また，この「没後７０年・児島虎次郎展」には，
詳細な資料篇が加えられている。それによれば，これまでに開かれた国内の児島虎次郎
の作品展・遺作展・記念展などにおいて，「秋」と「なさけの庭」の二点が公開された
例は，前者が皆無，後者が一度だけであった。
「没後70年・児島虎次郎展』の資料篇には金井文彦「『なさけの庭』当時の思出」
（『美術評論』1929年５月）が掲載されている。この一文で紹介されている金井が得た
児島からの手紙によって，岡山孤児院における児島の心的雰囲気が「自然」の「生命」
の「黙示」を得た者としての充足感に満ちていたことを確認できるのであるが，その児
島の手紙によれば「なさけの庭」の制作は，1906年１１月から１９０７年１月にかけての
ことであった。「なさけの庭」の制作は，「里の水車」の制作（1906年初夏）の後であ
ったとされている。
大原孫三郎が大原美術館を設立する動機となったのは児島虎次郎の画業の顕彰で
あり，その児島虎次郎の画業の原点にあった石井十次の岡山孤児院の事業への共感
であった経過を確実に理解し受けとめていたのは，孫三郎の嫡子・大原総一郎であ
る。総一郎は，孫三郎から大原美術館を継承するだけでなく，大胆な改革者となっ
て今日の大原美術館を作り上げている。その総一郎は，「美術館の絵」という一文
で，大原美術館の歴史を以下のように回顧している（以下における総一郎の見解なり
所説なりは，先に挙げた「総一郎随想」による)。まずは，大原美術館の児島虎次郎記
念館としての起点の確認がなされる。
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大原美術館が開館式を行なったのは，昭和五（1930）年の十一月五日であっ
た。設立者であった父は，最初，この美術館を児島記念美術館と呼びたいと考
えていたが，多くの人の意見に従って，大原美術館と呼ばれることになった。
…父はその前年の三月八日，四十七歳で亡くなった児島虎次郎画伯を記念する
ために，何か残したいという気持ちがあって，それが美術館の設立と深く結ば
れあっていたようである（｢総一郎随想jVoL3.p､293)。
大原孫三郎によって構想された児島記念美術館が石井十次・岡山孤児院の記念館
ともなった経過を、いわばその目で確認していた－人が大原総一郎であった。総一
郎は子供の頃から高梁川の流れに近い酒津にあった児島の画室に出入りしていた。
総一郎は「児島のおじさん」と石井十次の関係を次のように説明している。
その（児島のおじさんの）一徹な性格は岡山孤児院院長であった石井十次氏の
目にとまり，画家をやめて孤児院の仕事を手伝うことを勧められたが，初志を
貫いて画家になった。しかし，石井氏の事業には大きな関心を持ち，「情の庭」
という出世作は，孤児院の庭で描かれたものであった。また，石井氏の長女友
子さんと結婚して，二男二女の父となった。現在では，未亡人（友子さん）は
コウ石井氏の郷里の宮崎県Iこ帰り，その地で，長男嘘一郎君が，弓|き続き祖父の偉
業である孤児教育の事業に専念している（｢総一郎随想」VoLLp､126,Ｖ。1.3.p、
294)。
大原総一郎が，児島虎次郎の「なさけの庭」の構図について「孤児院の庭で描か
れたものであった」と説明している点については，次のような記述で補っておきた
い。大原美術館カタログの児島虎次郎の巻の解説において，「なさけの庭」の図柄
は，「数名の孤児と保母が病臥している－院児の枕元に見舞っている情景」である
と説明されている。児島虎次郎にとって「なさけの庭」の「庭」とは，「慈愛」の
｢場」を意味していた。彼にとって岡山孤児院は「神の国の御園」であった（｢日記」
1906年)。幸いにして，近年，宮内庁三の丸尚蔵館編『雅・美・巧一名品１２０選
~宮内庁三の丸美術館名品図録一』（1998年刊）が刊行され，所収のカラー写
真で「なさけの庭」をかなりの実感をもってうかがえるようになっている(竃)。
（動）これまでも図柄そのものについての紹介がなかったわけではない。先に挙げたように，
1907年の勧業博覧会出品時の撮影と思われる二作品についてのモノクロが児島真平著
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「児島虎次郎略伝」（成羽町文化センター内・児島虎次郎伝記編纂室，１９６７年刊）の
口絵になっていた。その後も，『日本経済新聞』の「美の故郷」シリーズの中で「なさ
けの庭」がカラー刷で紹介されている例などがある（同紙，１９９６年３月３日)。児島
作品の図録その他関連文献の所在については，何人もの美術館・大学所属の学芸員の方
からご教示を得た。なお，児島虎次郎の日記は，同上「児島虎次郎略伝」に詳しく紹介
されている。
倉敷の児島記念館の「里の水車」の前に立った後で，図録によってではあるが，
｢なさけの庭」と「里の水車」の二作品を並べて見ていると，ふしぎなことに気が
付く。－人は病気の孤児を見舞う保母であり，－人は乳飲み子に乳を与える農婦な
のであるが，画中のこの二人のたたずまいがまるで聖母マリアのそれなのである。
一人は岡山孤児院のマリアであり，－人は水車小屋のマリアであって，その周りの
孤児達や，乳飲み子や，乳飲み子の姉などは，マリアをめぐる天使達に見えて来る
のである。児島虎次郎が岡山のクリスト教文化の雰囲気の中で描いた１９０７年の
｢出世作」二点は，「吉備の国のマリア」であったのではなかろうか。
大原孫三郎は，クリスト教に入信していたが，後に離れている。児島虎次郎が入
信していたとは伝えられていない。そのような二人であったが，石井十次の岡山孤
児院に示されたクリスト教社会事業の精神に共鳴し，児島虎次郎は，マルティン・
ルターの言う「マリア讃歌」（Magnificat）による二点の作品「なさけの庭」と「里
の水車」にその思いを込め，孫三郎は児島虎次郎の記念美術館を作る構想にその思
いを現わしていたのであった(*)。
（*）大原美術館におけるグレコ「受胎告知｣の位置に児島虎次郎記念館の思いが「マリア
讃歌」として適されているのを見ることができる。
児島虎次郎は，大原孫三郎の示唆と支持があって，その作品を画商に渡すことが
ほとんどなかったと伝えられている。「なさけの庭」と「里の水車」は，一方が宮
内省の買上作品にならなければ離ればなれになることはなかったことと思われる。
この二作品が児島虎次郎記念館に並んでいれば，容易に「吉備の国のマリア」とし
ての評価を受け，大原美術館の原点が，１９世紀末から２０世紀初頭において岡山
の地域で展開されていた普遍的な美の世界の志向にあることを多くの人に伝えてい
たことであろう。
【補記2】伯備線の備中高梁駅から車で２０分ほど入った成羽川沿いに成羽文化センター
があり成羽町美術館がある。そこには，この地で生まれ育った児島虎次郎の絵画１０８
点が所蔵されている。1999年１０月から全国各地で開催されることになった「没後７０
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年・児島虎次郎展」は成羽町美術館から始まった。この特別展には先に挙げたポンピド
ゥーセンター・パリ国立近代美術館所蔵の「秋」が日本初公開作品として展示されてい
たが，「なさけの庭」は修復中とのことで今回は成羽町美術館で見ることができなかっ
た。「なさけの庭」が出品されるのは大原美術館の別館で開催される２０００年11月の最
終展示会になると伝えられている。私流に言えば，そこで久しぶりに「吉備の国のマリ
ア」が顔を揃えることになる。
4．児島虎次郎記念館の位置
石井十次の岡山孤児院が２０世紀の初頭，１９０２年（明治35）年以降に心掛けた
大阪への事業展開は，大阪の下町地区におけるセッツルメント活動となった。セッ
ツルメントというローカルな社会文化事業の中から大原社研が生み出され，そこで，
社会問題研究の最先端水準のフォロウがなされ，普遍的価値としての学問の世界へ
の到達がなされている。このローカルな社会文化活動の展開を基盤に普遍的な価値
の世界への到達が試みられるという構造が，大原美術館の設立経過にも共通してい
る。今日の大原美術館本館と別館である児島虎次郎記念館の位置関係にそのような
構造の所在を認めることができる。
大原社研が創立された直後の時期である１９２０年代初頭に，倉敷の市内で数年に
亘って泰西名画の展覧会が開かれた。かつてなかった泰西名画展というこの企画の
スポンサーは大原孫三郎であり，作品購入から会場設営に至る総ての作業を取り仕
切ったプロデューサーは児島虎次郎であった。この二人による泰西名画展という共
同作業は，岡山における石井十次の孤児院救済事業への同調を企図した倉敷におけ
る社会文化事業であった。全国に大きな反響を呼び起こしたこのローカルな活動が，
やがて，ローカルな場における普遍的な美の追究センターである児島虎次郎記念美
術館＝大原美術館の確定となっていく。
「吉備の国のマリア」を描く－人の画家としての作画作業と，泰西名画を導入す
るという画家の目を生かした名画収集作業とを一体化させていた児島虎次郎の画業
であった。児島の画業そのものが，ローカルな社会文化活動を媒体とする普遍的美
の世界への到達という接近方法の具体的な表現となっていた。渡欧の機会を与えら
れた児島は，大原孫三郎に「我が国ではまだ本格的な洋画に接する機会がほとんど
ないので，若い画家のためにも，現代フランス絵画の代表的な作品数枚だけでも購
入し，持ち帰りたい」との希望を述べ，孫三郎がそれに同意したのであったとされ
ている（『孫三郎伝」ｐ､171)。孫三郎も，先に引用した大原美術館開館式で発表した
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｢趣意書」で，「この泰西名画の収集も君（児島）自身の参考資料として少しく集め
たいといふのがその動機でございました」との証言を残している（｢孫三郎伝」ｐ
265)。地方にあって地方色の追究という枠を越えた普遍的な美の追究センターを
志向する大原美術館の創立は，－人の若い画家のローカルな動機からもたらされた
ものであった。
先に見た城山三郎氏の「経済小説」『大原孫三郎の生涯』では次のような資料が
紹介されている。大原孫三郎の「文化事業の担当者」として在欧の児島に送金の手
配をしていたのはこの地で著名な旧家の人・林源十郎の子である林桂二郎であった
が，桂二郎の児島宛の手紙には「大原様所蔵の無意義に高価なる骨董品の類を処分」
してでも「此際国宝の価値あるものにて且又将来日本の芸術界に巨人の箪出する刺
激となる傑作を一枚一個にても多く吾国に将来せられむを望ましく候」とあった
(｢わしの眼は十年先が見える』新潮文庫版，pl77)。ローカルな発想に伝統からの脱出
志向が加わっていた。こうして大原家の茶道具が泰西名画となったのであったい)。
（*）ここで次のような比較をしておきたい。大原社研の櫛田民蔵らによる洋瞥買い付けと
同じ時期に児島による泰西名画の職人が開始されていた。ただし，大原社研の単年度の
外国図書購入費は約１万円であり（1923年度の場合)，大原美術館の法人化に伴う資
産評価によれば，泰西名画150点は110万円と評価されている（１９３５年時点)。粗雑
な計算であるが，名画一点の値が－研究所の年間図書費に相応するものとなっていた。－
否，むしろ，当時は泰西名画が－民間研究所の年間図瞥費程度の支払いで入手できたの
であったと言うべきかもしれない。小林桂二郎による送金，泰西名画購入交渉の実態な
どについては前掲，児島直平箸「児島虎次郎略伝」ｐ158.以下を参照。
大原孫三郎の資金による児島虎次郎の泰西名画の導入であったとは言え，その購
入は，大原家のコレクションの構築とか，大原の名を冠した美術館の創設などを当
初からの目的としてなされた蒐集作業ではなかった。先にふれたように，児島が
1921年（大正１０）に持ち返った作品は，直ちに倉敷の女子小学校を会場とする
｢第一回仏蘭西名画家作品展」で公開されている。泰西名画の公開は「我が国では
最初のことだったので，その反響はすさまじく…」全国から鑑賞者が来倉し「孫三
郎自身もあまりの評判に驚いた」という。1922年（大正11）に「第二回現代仏蘭
西名画家展｣，１９２３年（大正12）に「第三回泰西名画家作品展覧会」がいずれも倉
敷の小学校で開かれ，その間に，児島の重なる渡欧がなされ，エル・グレコの「受
胎告知｣，ロダンの彫刻，ゴーギャン，ロートレック，ミレーの小品などの入手と
公開がなされた（『孫三郎伝』ppl72-l74)(*)。
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(*）倉敷で開かれた泰西名画展に関する『孫三郎伝」の記述の元になったのは，前掲，児
島直平著「児島虎次郎略伝」における記録であったと思われる。最近，泰西名画展関連
資料の校定を経た再録が上記「略伝』の新版とも言うべき松岡智子・時任英人編「児島
虎次郎』（没後70年記念出版，山陽新聞社，1999年）においてなされている。児島虎
次郎「談」の記録，林桂二郎からの「聞き書き抄」などが参考になる。
泰西名画の購入は，倉敷の地における一般公開と同時進行の作業であり事業であ
った。大原美術館の開館がなされる１０年前に，まずは倉敷の小学校を舞台とする
泰西名画展が３年連続で開かれていた実績があり，さらに東京における展示など
の経過を経て，その延長線上における倉敷の地に設営された常設美術館としての大
原美術館であった。
大原総一郎が重ねて回顧するように，「児島画伯の死が決定的に美術館建設の決
心を父に与えた」のであった（｢総一郎随想」VoLap297)。名称は大原美術館とな
ったが，これも先にも見たように，当初，大原美術館の－階には「里の水車」ほか
'０５点の児島虎次郎の遺作が陳列されていた。当時は，エル・グレコの「受胎告知」
などの泰西名画６１点は，二階に陳列されていた。児島虎次郎の作品展示を主内容
として構成されていた発足当初の大原美術館には，児島虎次郎記念館であるだけで
なく石井十次・岡山孤児院の博愛精神記念館でもあるという雰囲気がたたえられて
いたのではなかったであろうか。展示された「里の水車」が，知る者をしてその横
に並ぶ「なさけの庭」（宮内省所蔵）を想定させ，そこに「吉備の国のマリア」の世
界を浮上させていたと思われるのである。
しかし，その後の大原美術館の歴史において，児島虎次郎の色彩と石井十次の痕
跡は徐々に稀釈されるものとなっている。1950年代以降，創立２０周年，同３０周
年などの機会を通じて，大原美術館は泰西名画中心の美術館へと変身して行く。そ
れまで－階に展示されていた児島の作品は，やがて特設館に移される。この大原美
術館の変身を断行したのは，ほかならぬ大原総一郎であった。
５．大原総一郎のローカル・ミュージアム論
大原総一郎による大原美術館の「陳列替え」について，福武書店にあって『大原
総一郎随想全集」の刊行を担当した井上太郎氏は次のように述べている。総一郎は，
最初，「昭和二十六年に開催されたマチス展を機に，武者小路実篤や美術評論家矢
代幸雄の意見を入れて，まず児島虎次郎の遺作を，生前に児島が使っていた酒津の
アトリエを改造してそこに移し，全館の陳列替えをおこなった」のであった。それ
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は，「アカデミックなフランス近代絵画の評価と，エコール・ド・パリ以降の絵画
との評価が，戦後大きく変ったことを反映」しているのであった（井上太郎著『大
原総一郎一へこたれない理想主義者一』中公文庫，１９９８年刊，§、16.参照)。こうし
て，大原美術館には，それまでなかったセザンヌが入り，ピカソの「頭蓋骨のある
静物」が並ぶことになる。この「陳列替え」は，新たな普遍的美への接近であり確
認であって，まさに「大原美術館のルネッサンス」と言える変身であった。
他方，児島虎次郎の作品と蒐集品の多くは，１９７２年に大原美術館本館とは別の
場所である倉敷アイビースクェア内に設けられた児島虎次郎記念館に収められて今
日にいたっている。児島虎次郎の作品が大原美術館本館に戻ることはなかったので
ある。
大原美術館の「陳列替え」については，大原総一郎自身が「大原美術館の歩み」
として簡潔な説明を行なっている。総一郎は言う。「美術館は……常に生きて成長
していなければならない。と同時に……その美術館の生命ともいうべき美術品は常
時展観されていなければならない」（｢総一郎随想』VoLap307)。児島虎次郎の絵は，
別館の記念館に移されたが，そこに場所を得たのであり，消えたわけではなかった。
大原総一郎による「大原美術館のルネッサンス」をもたらしたのは，総一郎が
｢大原美術館の絵」という短いエッセイで示している，次のような「ローカル．ミ
ュージアム」論であった。
地方にある美術館という意味は，文化の中央集権に対する地方分散というだ
けのものではないと思う。都会が文化の分野でも，集積の効果をもつことは否
定できないことであるし，都会的エネルギーがなんらかの創造的な跳躍台にな
りうるということも事実であるが，その美術作品の価値は都会に専属するもの
でなく，もっと普遍的なものである。倉敷にある美術館の絵を，「地方文化」
などという言葉で呼ぶのは，内容的には正確ではない。地方が生んだ，また，
地方に生き続けている地方文化というものはまた別のもので，それはそれとし
て大切なものであるが，大原美術館の絵と，倉敷という地方との間には，なん
ら本質的なつながりはない。ただ，だからといって，美術品は都会と不可分の
ものではないので，都会の先入観や都会生活の多忙さから解放された地方に美
術館があるということは，美術の地方性というより，美術の普遍性のためにも，
存在理由の－面をもっていると思う（｢総一郎随想」VoL3p､313)。
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今日，大原美術館が所在する倉敷市の「美観地区」の構造が，ローカルな社会文
化活動の所在を確定する児島虎次郎記念館を背景に「ローカル・ミュージアム」と
しての大原美術館を前面に配置する構造となっていることの意味を理解しておきた
い。先に指摘したように，そこには，大阪の下町の愛染橋にあったセッツルメント
と愛染坂を昇った高台に設営された大原社研との間にあった関係と同じ構造が再現
されていると見ることができる。
大原美術館を倉敷の地方文化として評価する地方美術館論を拒否するのが大原総
一郎の地方美術館論であった。総一郎の地方美術館論は，次の二点に示されている。
美術の普遍的な価値への接近は，都会の場においてなされる場合だけでなく，
地方の場からなされる場合もある。地方の場からなされる普遍的な美の世界へ
の接近を地方文化とするのは妥当ではなく，地方文化に対する誤認である。地
方美術館が接近するのは地方文化ではなく，あくまで普遍的な価値を持つ普遍
的な美の世界である。都会の場から接近された普遍的な美の世界と，地方から
接近された普遍的な美の世界との間に違いがあることはない。
普遍的な美の世界は，都会の占有物とは限らない。都会における文化の集積
とは，雑然性や雑念性の集積でもある。普遍的な美の世界を享受する場として，
都会生活の多忙さから解放された地方の場の方が適している一面を持っている。
エッセイ「大原美術館の絵」では，以上のような大原総一郎の地方美術館論が述
べられると同時に，それを補強する議論として「民間の美術館」論が展開されてい
る。総一郎によれば，総花主義に陥りやすい「国立の美術館」のアカデミズムにお
いては，ともすると「1情実や派閥が幅をきかせるようになる」のであった。それに
反して，民間の美術館においては，「内外からの束縛がないから，自由な選択と自
由な主張とが可能」なのであった。総一郎は，「大原美術館の存在理由は，民間の
美術館で自由な評価と選択が許されるという点にあると思う」（｢総一郎随想』ＶｏＬａ
ｐ３１２）と述べる。
大原総一郎が響導する地方美術館論によって「大原美術館のルネッサンス」がも
たらされ，その結果，初期の所蔵展示品であるモネ，グレコ，ルノワール，ゴーギ
ャン，などにゴッホ，ピサロ，が加わり，１９５０年代以降は，ドラン，セザンヌ，
そして，ピカソ，ブラック，ルオー，などが加わるという近代美術館としての大原
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美術館の構成が確定されている。
大原美術館の館長として大原総一郎が説く地方美術館論を，「地方」概念の特異
性を避ける意味で，彼の「民間の美術館」論と合わせて「ローカル・ミュージアム」
論と理解してはいかがであろうか。そう捉えた上で，「ローカル・ミュージアム」
が生まれ出る背景として，ローカルな社会文化事業展開の意義を確認することがで
きる。総一郎の「ローカル・ミュージアム」論からすれば，大原孫三郎と児島の協
同作業であった１９２０年代初頭の倉敷における泰西名画展は，普遍的な美の世界へ
の志向性において，地方の文化活動に終わっていたのではなく，後日の大原美術館
の先行実験として位置付けられる知的作業になっていたのであった(*)。
（*）児島虎次郎１９１０年の日記に「地方色」について認められた一文がある。そこで児島
は「人生の生涯はただ一葉の残片」にすぎないが「人が生のままに働くほど高潔な事は
あるまい」としている。ローカルな「人生」によって普遍の「生」が見出されるという
意であろう。前掲「児島虎次郎略伝』ｐＰ４６～49.
大原美術館設立経過の検討は，ローカルな社会文化事業との距離関係の自覚によ
る普遍的な文化の価値を確認する場として今日の大原美術館の成立がなされた経過
を明らかにする。そして，そのような歴史過程と論理過程との類比において，大原
社研と大原美術館の共通点の把握が可能となるのである。
明治維新から僅か２０年の時点で，西日本の小都市で学ぶ－人の医学生が，まだ
帝国憲法発布以前の国家形態の無定形な状況において，－クリスト者として見せた
ささやかな「慈愛」の行為が大原美術館や大原社研に共通する原点となっている。
大原総一郎の言葉を借りれば「幼児から社会的関心を豊かに持っていた石井先生が，
不幸な女巡礼の幼児一人を引き取って始めた…岡山孤児院」の事業が，大阪で愛染
園を通過して大原社研に至る経過と，倉敷で児島虎次郎記念美術館の構想を通過し
て大原美術館に至る経過の，共通した原点となり，両者の呼応関係を構築している
のであった。
西日本のある地域の片隅で開始された社会福祉の個人事業が，他の人々と他の地
域に伝播し，新たな事業に継承され，国家機構の営みとは別の領域を形成し，それ
ぞれの開拓地点で普遍的な価値の世界に到達するという日本社会の近代化を推進す
る多元社会構造のシステムが，明治国家の枠組が未形成な状況にあってすでに起動
していたことを確認しておきたい。
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